
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

発行所

〒
一
〇
五
e

八
四
四
五

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目

二
番
四
号

独
立
行
政
法
人
国
立
印
刷
局

電 話

03
(3587)
4294

定 価

一
ヵ
月
一
、五
九
六
円(

本
体
一
、五
二
〇
円)

本
号
一
部

一
三
六
円(

本
体

一
三
〇
円)

(

配

送

料

別)

Î
号
外

四
月
十
七
日
付
第
八
九
号
六
四

ペ
ー
ジ
×
同
日
付
政
府
調
達
第
七
三
号
一
二
ペ
ー
ジ 正

誤

平成™›年›月˜�日 火曜日 第œ�Ÿ™号官 報
限
定
承
認
公
告

本
籍
北
海
道
登
別
市
登
別
本
町
三
丁
目
二
四
番
地

一
、
最
後
の
住
所
本
籍
に
同
じ

被
相
続
人

亡

遠
藤

静
子

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
三
年
十
月
十
五
日
死
亡
し
、

そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
四
年
三
月
十
五
日
札
幌
家
庭
裁

判
所
室
蘭
支
部
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の
相

続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二

箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間
内

に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
四
月
十
七
日

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
緑
ヶ
丘
町
四
の
二
六
の
二
三

限
定
承
認
者

遠
藤

憲
子

第
二
種
金
融
商
品
取
引
業
の
廃
止
の
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
四
年
五
月
十
八
日
を
も
っ
て
第
二

種
金
融
商
品
取
引
業
を
廃
止
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。金

融
商
品
取
引
法
第
五
十
条
の
二
第
八
項
に
規
定
す
る

顧
客
取
引
の
結
了
の
方
法
並
び
に
第
二
種
金
融
商
品
取
引

業
に
関
し
顧
客
か
ら
預
託
を
受
け
た
財
産
及
び
そ
の
計
算

に
お
い
て
当
社
が
占
有
す
る
財
産
の
返
還
の
方
法
に
つ
き

ま
し
て
は
、
結
了
が
必
要
な
顧
客
取
引
及
び
返
還
を
必
要

と
す
る
顧
客
財
産
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

平
成
二
十
四
年
四
月
十
七
日

東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
一
丁
目
八
番
二
六
号

株
式
会
社
ワ
イ
ズ
リ
ー

代
表
取
締
役

皿
井

鉄
就

第
二
種
金
融
商
品
取
引
業
の
廃
止
の
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
日
を
も
っ
て
第
二

種
金
融
商
品
取
引
業
を
廃
止
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。金

融
商
品
取
引
法
第
五
十
条
の
二
第
八
項
に
規
定
す
る

顧
客
取
引
の
結
了
の
方
法
並
び
に
第
二
種
金
融
商
品
取
引

業
に
関
し
顧
客
か
ら
預
託
を
受
け
た
財
産
及
び
そ
の
計
算

に
お
い
て
当
社
が
占
有
す
る
財
産
の
返
還
の
方
法
に
つ
き

ま
し
て
は
、
結
了
が
必
要
な
顧
客
取
引
及
び
返
還
を
必
要

と
す
る
顧
客
財
産
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

以
上
、
金
融
商
品
取
引
法
第
五
十
条
の
二
第
六
項
の
規

定
に
よ
り
公
告
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
四
月
十
七
日

名
古
屋
市
熱
田
区
神
宮
二
丁
目
六
番
七
号

株
式
会
社
生
前
契
約
相
談
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役

荻
野

恭
弘

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
七
千
八
百
万
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す

る
法
律
第
百
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
い

た
し
ま
す
。

か
か
る
優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
に
対
し
異
議
の
あ
る

債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
四
年
四
月
九
日

掲
載
頁

八
十
八
頁
（
号
外
第
八
十
二
号
）

平
成
二
十
四
年
四
月
十
七
日

東
京
都
港
区
赤
坂
三
丁
目
三
番
三
号
住
友
生
命
赤

坂
ビ
ル
四
階
株
式
会
社
Ｅ
Ｏ
Ｓ
気
付

オ
ス
タ
ラ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ワ
ン
特
定
目
的
会
社

取
締
役

中
村

博
康

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
九
億
九
千
万
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す

る
法
律
第
百
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
い

た
し
ま
す
。

か
か
る
優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
に
対
し
異
議
の
あ
る

債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
四
年
四
月
九
日

掲
載
頁

八
十
八
頁
（
号
外
第
八
十
二
号
）

平
成
二
十
四
年
四
月
十
七
日

東
京
都
港
区
南
麻
布
二
丁
目
一
二
番
三
号

オ
ス
タ
ラ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ツ
ー
特
定
目
的
会
社

取
締
役

中
村

博
康

訂
正
公
告

平
成
二
十
四
年
四
月
四
日
（
号
外
第
七
十
八
号
）
掲
載

の
宅
地
建
物
取
引
業
者
営
業
保
証
金
取
り
も
ど
し
公
告

中
、
|
「東

京
都
知
事
(
1
)
8
3
2
0
2

」
と
あ
る
は
「東

京
都

知
事
(
1
)
8
7
2
0
2

」
の
誤
り
に
つ
き
訂
正
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
四
月
十
七
日

東
京
都
港
区
赤
坂
三
丁
目
二
一
番
四
号

株
式
会
社
ト
ッ
プ
ス
ト
リ
ー
ム
Ａ
Ｍ

代
表
取
締
役

川
松

保
夫

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
四
日
（
号
外
第
二
百
六
十
九
号
）
公
布
環
境
省
令
第
三
十
三
号
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十

一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る

環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
）

（
原
稿
誤
り
）

一
五
一
ペ
ー
ジ
下
段
一
行
目
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
六
号
（
第
四
十
条
、
第
五
十
条
関
係
）

様
式
第
六
号
の
前
に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。
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